
	発表３　梅津・高木　	

		

	①　「コミュニケーション能力テスト」再考＞ 
 　　　テストのパラダイムチェインジと生涯教育へ 
		
	②　AJE-SIG としての OJAE Webプレゼンス：
 　　　OJAE Webぺー ジを有効に共有するために 
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第3発表	
①「コミュニケーション能力テスト」の意義	
　　ーテストのパラダイムチェンジと生涯教育へー	
	

第一、第二発表からも明らかになってきたように、我々は
OJAEスピーキングテストの開発研究をしてきた中でコミュニケー
ション能力はなんのために、どのように測るかというテストそのも
ののあり方を見直してみる必要性に直面した。	
	
そこで、ここでは従来のテスト形態を新たに見直し、OJAE が実践

研究してきた過程で明らかになったコミュニケーション能力 
テストのあり方についてまず言及する。	

	

3. 1.1 従来の口頭能力試験 
 
 
	
　　	

図1:	従来の上下構造内の能力判定テスト		
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図1:	従来の上下構造内の能力判定テスト縦型		

能力判定テスト	

	
①シラバス沿い・形式化	

	
(1) 試験者➡被験者間：質疑応答	
(2) それぞれがモノローグ	

		

従来縦型テスト：被験者個別の口頭能力を判定	

3.1.1	縦型：従来の上下構造内の口頭能力判定テスト		
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3.1.2 OJAE　共創型：コミュニケーション能力テスト➡ 

OJAEテストによって出現してくる　「共創の場」の提供	

図2:	OJAE発想：「コミュニケーション共創の場」	
　　　　(SCHÄFTER 2017)	

話者１ 話者２ 

対話	
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3.1.3 共創の場　醸成：コミュニケーション土俵における 
 言語相互作用対話活動➡OJAE「原理」相補性・相関性 

対話	

相
補
性 

相
関
性

左⇔右 
明⇔暗 
ー⇔＋ 

人 
 人 

 

間人主義的 異質対応的 

わたし⇔あなた 
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3.1.4　OJAEテストは何のために 

1)  OJAEテストはコミュニケーション能力を測ることによってそ
の達成度を確認するもの。（測る） 

2)  被験者はテストのプロセスで課題を適切に遂行したか、ど
こに改善点があるかなどのコミュニケーション能力を向上
させるためには今後どのような学習活動の可能性がある
かといったフィードバックを得る。（伸びる） 

3)  フィードバックを参考にして一層のコミュニケーション能力
向上への意欲に繋げていく。（育む） 

【パネル】OJAE(Oral Japanese Assessment Europe) ヨーロッパ生

まれの日本語コミュニケーション能力テスト:測る>伸びる>育む 
―対話力を鍛えて「こ とば」のできる世界市民となる― 
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3.1.5　生涯教育へ 

1) OJAEテスト法は「測る」　「伸びる」　「育む」　
というプロセスを踏むアセスメントを可能にす
る。つまり、想像力と論理的思考を鍛える    
テスト法。 

2) 学校教育の枠を超えた人間教育として、生涯
教育へとつながっていくために貢献する      
テスト法。 
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	発表３　高木　	

	②　AJE-SIG としての OJAE Webプレゼンス：

 　　　OJAE Webぺー ジを有効に共有するために 
  OJAE研究チームは、これまで　①OJAEテスト設計図、

②プロンプトを含む各レベルのテスト、③OJAEテストス
クリプト、④OJAEテスト評価基準表、⑤評価シート、⑥
フィードバックシート、⑦レベル基準表示DVDを開発し
てきた。将来的には、それら全てをAJE-SIGのウェブ　
ページに公開し、OJAEテストを機関、会員各位に有効
利用 してほしいと願っている。その第1段階として、第2
発表中の教育実践でも学習目標としていたB2レベル
の OJAEテストを「ひな型」として公開する。 
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日本語口頭産出能力評価法
Oral Japanese Assessment Europe

CEFR準拠
SIG 

AJE-SIG としての OJAE 

3.2.1　AJE-SIG としての OJAE 
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https://eijale.wordpress.com/ 
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3.2.2　EIJaLE-OJAE HP 公開・共有 
1) OJAEテスト設計図　（配布資料参照） 
2) B2テスト・プロンプト 

3) B2 テストスクリプト　（「シナリオ」） 

4) B2 評価シート 
その他にも(^^)： 
ーOJAEテストB2動画共有：L２、L１話者同士 
ーFB実践例 
ーOJAEテスト作成協働実践 
ーベンチマーキング協働研究実践 
... などなど 
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3.2.2.1　OJAEテスト設計図 
 

Cf. O´SULLIVAN, B. et al. 2002,
"Using observation checklist
to validate speaking-test tasks".

OJAEĞĚğ	7 ��"

�����
�������������������������	

OJAE Team
Stand: 26.03.17

1 Greeting by meeting someone new x
2 Talking about oneself x
3 Deixis I: Ko-so-Paradigm x
4 Stating Liking-Disliking x
5 Stating about future x
6 x
7 x
± x
9 x
10 x
11 x
12 x
13 x
14 x
15 ÆÞÌÞÔØÒ ÙØÐæÝ ÞÓÙßÒÓÞ x
16 x
17 X
18 X
19 X
20 x
21

Differentiating finer shades of meanings, connotations, idioms x
22  Arguing logically with coherent grounds and points x
23 ´ÝÕÔØÒ ËÐÝ§ÁÙ§ÄßÐÝÞÔÙØÝ x
24 ´ØÝáÐÜÔØÒ ËÐÝ§ÁÙ§ÄßÐÝÞÔÙØÝ x
25 x
2ķ ´ØÝáÐÜÔØÒ Ê»§ÛßÐÝÞÔÙØÝ x
27 x
28 x
29 x
30 x
31 x
32 x
­­ x
­®
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35 ]�ćf�Ēúď                           ¶ÓÐÎÕ ßØÏÐÜÝÞÌØÏÔØÒ x
36 ]�Ē�"úď                               ¼ØÏÔÎÌÞÐ ßØÏÐÜÝÞÌØÏÔØÒ x
37 
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4ĳ x
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＋ 
CEFR-OJAE 
階層性 

配布資料 
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3.2.2.2　B2プロンプト（発話誘発資料） 
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3.2.2.3　OJAE B2 テストスクリプト 
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3.3 評価法　合否判定+評価シート レベル達成度  

 B2 各領域　典型例呈示 
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3.4 フィードバック・シート： 

       合否＋アセスメント 

OJAE	�
���フィードバック
�  
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協働思考をありがとうございました。 
「走行実験呼びかけ」半券をお願いします。 
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